
新規開業医師に対する
意向確認結果について

令和８年(2026年)３月 熊本県天草保健所
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第８次熊本県保健医療計画における施策の方向性

第２項 外来医療に係る医療提供体制の確保

（１）外来医療の
分化・連携の推進

（２）外来医療を
担う医師の確保

① 外来機能報告等の実施による、各地域の外来
 医療の見える化と地域での情報共有

② 外来医療全体に関する協議の実施、紹介受診重
点医療機関の周知

③ 医療機器の共同利用の促進

④ 「くまもとメディカルネットワーク」など、ICTを活用し
た取組みの推進

⑤ 県民へ上手な医療のかかり方の普及啓発

① 事業承継制度等の後継者確保対策の検討

② 初期救急や学校医等に係る新規開業者への意
  向確認及び協力要請

③ 熊本県地域医療連携ネットワークの構築、診療所
 等を支える仕組みづくり

○次に掲げる取組みの推進により、県民に身近な外来医療を維持する。



①初期救急(在宅当番医)    ②学校医
③予防接種 ④産業医
⑤在宅医療 ⑥新興感染症等に係る診療・検査体制への協力

    （追加項目）
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Ｒ元年度のＷＧ結果を踏まえ、天草地域で一般診療所を新規開業する医師に対し
て協力の意向を確認する外来医療機能は、「初期救急（在宅当番医）」「学校医」
「予防接種」「産業医」「在宅医療」の５項目としてはどうか。

天草地域において協力の意向を確認する外来医療機能

第１０回天草地域医療構想調整会議にて、６番目の項目として、「診療・検査医療機
関」を追加してはどうか、と御意見あり。

※ただし、新型コロナウイルス感染症は、令和５年（２０２３年）５月８日に５類移行の
方針が示されており、その後の診療・検査体制については、まだ不透明。
 そのため、６番目の項目については、新型コロナ対応に限定せず、新型コロナを
含む「新興感染症等に係る診療・検査体制への協力」とし、天草地域において協力
の意向を確認する外来医療機能としては、以下の６項目とする。

事務局（案）

最終決定項目

会議当日の協議

第１１回天草地域医療構想調整会議
（令和５年８月１日）資料２



協力意向の確認に係る運用について

【運用開始時期】
➣ 令和５年９月１日（周知期間１カ月程度）

【具体的な方法】
➣ 天草保健所において、開業届の提出時に意向確認書の提出を求める。

【意向確認結果の報告】
➣ 年１回程度、天草地域医療構想調整会議で事務局から報告を実施。
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第１１回天草地域医療構想調整会議
（令和５年８月１日）資料２

※一部修正
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外来医療機能に係る確認書



協力意向の確認結果
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１ 苓北クリニック （令和７年４月１日開設）

R6.８.1～R８.１.31

・外来医療機能を担うことへの意思 ・・・・ 有
・担う予定の機能 ・・・・  ① 初期救急医（在宅当番医）

 ② 学校医
 ③ 予防接種
 ⑤ 在宅医療

    ⑥ 新興感染症等に係る診療・検査体制への協力

対象医療機関 ２件

２ 天草まつもとクリニック （令和７年８月２０日開設）

・担う予定の機能 ・・・・  ① 初期救急医（在宅当番医）
 ② 学校医
 ③ 予防接種
 ④ 産業医
 ⑤ 在宅医療

    ⑥ 新興感染症等に係る診療・検査体制への協力

・外来医療機能を担うことへの意思 ・・・・ 有


	スライド 1: 新規開業医師に対する 意向確認結果について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

